
新居浜高専ＰＩＣマイコンキットＶｅｒ．２

新居浜工業高等専門学校　出口先生　設計　監修

★新居浜工業高等専門学校で、ＰＩＣマイコンの授業に使用されているキットです。

★ＰＩＣ１６Ｆ８８６と回路の練習の為に、回路の動作説明と本キットのソースファイル、サンプルのソースファイルが

　ＣＤ－ＲＯＭで付属していますので、ＰＩＣマイコンの学習用にこのキットを活用する事が出来ます。

★付属のＰＩＣマイコンには１６種類のソフトが書き込み済みですので、マイコンの知識が無くても電子工作キットとし

　て遊べます。デジタル時計、電子ピアノ、タッチアラーム、電子すず虫、イリュージョンライト、キャンドルライト、

　もぐらたたき、ミニテルミン、目覚まし鳥、電子サイコロ、音スイッチ、ＲＣサーボコントロール、タイマー他
■部品表■購入後に必ず、部品が全て揃っているかを御確認ください　（注）ＲＣサーボはキットに付属いたしません。
部品番号 数 部品名 備考・表示 部品番号 数 部品名 備考・表示

ＩＣ１ １ ＰＩＣ１６Ｆ８８６ ＤＩＰタイプ Ｒ１４ １ ３０ＫΩ　　１／４Ｗ 炭素被膜抵抗（表記：橙黒橙金）

ＩＣ２ １ ７４ＬＳ１３８ ＤＩＰタイプ Ｒ２４～３１ ８ ３３０Ω　　１／４Ｗ 炭素被膜抵抗（表記：橙橙茶金）

Ｃ１，２，８ ３ ０．１μＦ５０Ｖ 積層セラミック（表記：１０４） ＲＡ１ １ 抵抗アレイ１０ＫΩ ８素子（９ピン）

Ｃ３，４ ２ １５ｐＦ５０Ｖ 積層セラミック（表記：１５） ＳＷ１ １ タクトスイッチ（青） 基板取付用

Ｃ５ １ １０μＦ１６Ｖ以上 電解コンデンサ ＳＷ２ １ タクトスイッチ（黄） 基板取付用

Ｃ６ １ ４７０μＦ１６Ｖ以上 電解コンデンサ ＳＷ３ １ タクトスイッチ（赤） 基板取付用

Ｃ７ １ ４７μＦ１６Ｖ以上 電解コンデンサ ＳＷ４ １ タクトスイッチ（白） 基板取付用

ＴＲ１～３ ３ ２ＳＣ１８１５ ＴＯ９２型（表記：Ｃ１８１５） ＰＳＷ １ トグルスイッチ３Ｐ 基板取り付け金具付き

ＴＲ４～１２ ９ ２ＳＡ１０１５ ＴＯ９２型（表記：Ａ１０１５） ＣＤＳ １ ＣｄＳセル ５ｍｍφ

Ｄ１～３、Ｄ８～１１ ７ ＬＥＤ（赤） ３ｍｍφ赤色ＬＥＤ ＭＩＣ １ コンデンサマイク ９．７ｍｍφ無指向性

Ｄ４～７ 4 ＬＥＤ（緑） ３ｍｍφ緑色ＬＥＤ ＶＲ１ １ 半固定抵抗１０ＫΩ つまみ付き（表記：１０３）

Ｄ１２～１７ 6 ＬＥＤ（黄） ３ｍｍφ黄色ＬＥＤ Ｊ１ １ ＤＣジャック ２．１ｍｍ標準ＤＣジャック

Ｄ１８ １ ＬＥＤ（ＲＧＢ） 角型フルカラーＬＥＤ Ｊ２ １ ピンフレーム５Ｐ １ｘ５ピン　２．５４ｍｍピッチ

Ｄ１００，１０１ ２ ２桁７セグメントＬＥＤ アノードコモン赤色ＬＥＤ Ｊ３ １ ピンヘッダ３Ｐ １ｘ３ピン　２．５４ｍｍピッチ

Ｒ１～４、Ｒ８～９、Ｒ３２～３３ 8 １０ＫΩ　　１／４Ｗ 炭素被膜抵抗（表記：茶黒橙金） ＢＺ １ 圧電スピーカ ２４ｍｍφ

Ｒ５～７、Ｒ１５～２３ 12 ５．１ＫΩ　１／４Ｗ 炭素被膜抵抗（表記：緑茶赤金） Ｘ１ １ 水晶発振子２０ＭＨｚ ＨＣ－４９Ｕ（表記：Ｒ２００）

Ｒ１０ １ ９．１ＭΩ　１／４Ｗ 炭素被膜抵抗（表記：白茶緑金） ＩＣソケット １ ２８ピン３００ｍｉｌ幅 平ピン　２．５４ｍｍピッチ

Ｒ１１ １ １５ＫΩ　　１／４Ｗ 炭素被膜抵抗（表記：茶緑橙金） ＩＣソケット １ １６ピン３００ｍｉｌ幅 平ピン　２．５４ｍｍピッチ

Ｒ１２ １ ５１ＫΩ　　１／４Ｗ 炭素被膜抵抗（表記：緑茶橙金） 基板用足 ４組 スペーサ、ビス　セット スペーサ１４ｍｍｘ４　ビス３ｍｍφｘ７ｍｍｘ８

Ｒ１３ １ ３．９ＫΩ　１／４Ｗ 炭素被膜抵抗（表記：橙白赤金） 基板 1 専用基板 「新居浜高専ＰＩＣマイコン学習キットＶｅｒ.２］

■回路図■



３、基板表示、ソケット、ＩＣの凹部分

７、ＴＲ１

　　　～１２

８、ＴＰ１、

　　　　ＧＮＤ

１０、Ｄ１

　　　　～Ｄ１７１３、圧電スピーカ　　

　　　の取付

６、ＲＢ１

５、Ｒ２４

　　　～Ｒ３１
４、Ｃ５～Ｃ７

■部品配置図■

■製作（製作前に必ずお読みください）■　回路図、部品表、部品配置図、部品資料を参考に組み立ててください。

１、部品表の部品が全て揃っているかご確認ください。

２、背の低い部品から順に取り付けてください。

３、ＩＣは、ＩＣソケットを先に半田付けします。

　　ソケットの向きは基板に印刷された外形図の凹印に合わせてください。

　　全ての部品を取り付けた後に、足幅を合わせてから、ソケットの凹方

　　向に合わせて、向きを間違えないように差し込んでください。

４、電解コンデンサＣ５、６、７は極性があります。足の長い方が＋です。

　　基板の表示の＋側に合わせてください。

５、抵抗Ｒ２４～Ｒ３１（表記：橙橙茶金）は電子ピアノの鍵盤になりま

　　す。片足のみ曲げて基板の表示に合わせ、高さを揃えて取り付けてく

　　ださい。極性はありません。切り取った足の長い方は「■製作■８、

　　１３」で使用しますので捨てないで取り置いてください。

６、抵抗アレイＲＢ１は、９ピンの部品です。基板に印刷された外形図の

　　白帯に側面の白丸表示（１番ピン）を合わせて取り付けてください。

７、トランジスタは２種類あります。ＴＲ１～３が２ＳＣタイプ、ＴＲ４

　　～１２が２ＳＡタイプです。基板に印刷された外形図に合わせてくだ

　　さい。

８、ＴＰ１（タッチパッド）、ＧＮＤ（グランド）は、抵抗の切り取った

　　足をＵ字型に曲げて挿入し、半田付けしてください。

９、7セグメントＬＥＤ Ｄ１００、Ｄ１０１は基板に印刷された小数点に

　　表示面の小数点の位置を合わせて取り付けてください。

１０、赤、緑、黄のＬＥＤ Ｄ１～Ｄ１７は極性があります。足の長い方が

　　　アノード、短い方がカソードです。

　　　基板の図は「アノード→　　　←カソード」になります。向きを間

　　　違えないように取り付けてください。

１１、コンデンサ・マイクは極性があります。基板に印刷された外形図に

　　　合わせて取り付けてください。

１２、角型フルカラーＬＥＤ Ｄ１８は、基板に印刷された外形図の切り欠

　　　きに角を合わせてください。

１３、圧電スピーカは基板の穴に合わせ抵抗の切り取った足をＵ字に曲げ

　　　挿入し、裏からラジオペンチ等でねじって固定してください。

　　　この部分（２ケ所）はハンダ付けしません。

　　　赤黒のリード線はＤ１８（角型ＬＥＤ）左側の「ＢＺ　Ｂ　Ｒ」の

　　　穴に差し込み半田付けしてください。Ｂ＝黒、Ｒ＝赤です。

１４、Ｊ２は５ピンのピンフレーム（メスコネクタ）です。マイコンへの

　　　プログラム書き込み時に使用します。

１５、Ｊ３は３ピンのピンヘッダ（オスコネクタ）です。ＲＣサーボのコ

　　　ネクタを接続する時に使用します。（ＲＣサーボはキットに付属いたしません）



■電源について■

　電源は５Ｖ約２００ｍＡです。弊社発売中のＡＣアダプタＧＰ０６－ＵＳ０５１０などが使用できます。

　（ＲＣサーボをお使いになる場合は、その電流も考慮してください）

■キットの遊び方（キットの動作）■

　ＰＩＣ１６Ｆ８８６には、出荷時にあらかじめソフトが書き込んであります。

　ＳＷ１～４を押し（ＯＮ）ながら電源を入れる（ＰＳＷをＯＮにする）事で１６種類の遊び方ができます。
　

電源ＯＮ時のスイッチ操作 名称と概要 動作（遊び方）

ＳＷ４ ＳＷ３ ＳＷ２ ＳＷ１

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ デジタル時計
単純なデジタル時計です。

７セグメントＬＥＤに時刻を表示します。電源をＯＦＦにするとリセットされます。

ＳＷ４を押しながら、ＳＷ３で時間、ＳＷ２で１０分の位、ＳＷ１で１分の位をセットし

ます。

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ２進数のカウント
ＬＥＤのＤ４～Ｄ１１が２進数を表し、

Ｄ１０１が１６進数を表示します。

カウント値を８ｂｉｔＬＥＤ（Ｄ１１～Ｄ４）に２進数で、Ｄ１０１に１６進数で表示し

ます。ＳＷ１でカウントアップ、ＳＷ２でカウントダウン。

ＳＷ３で０クリア、ＳＷ４で１秒毎のカウントアップスタート／ストップ。

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ Ｗａｖｅ
Ｄ４～Ｄ１１が波打つように光ります。

８ｂｉｔＬＥＤ（Ｄ１１～Ｄ４）が波打つように光ます。明るさをｓｉｎ波状に変化させ

ています。　波の揺らぎはランダムです。

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 電子ピアノ
圧電スピーカからド、レ、ミが出ます。

ＧＮＤ端子にミノ虫クリップ等の片端を接続し、別端をＲ３１～Ｒ２４の露出した方の足

に接触させると、圧電スピーカから電子ピアノのドレミファソラシドを出力します。

ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ タッチアラーム
タッチパッド（ＴＰ１）を手で触ると

アラームが鳴ります。

ＴＰ１（タッチパッド）端子を手で触ると圧電スピーカからアラーム音が鳴ります。

感度が低い場合はＧＮＤ端子も同時に触ってください。

アラームは電源ＯＦＦまで鳴り続けます。

ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 電子すず虫
すず虫音が鳴ります。

電子すず虫音を圧電スピーカから出力します。

鳴き止んでいる時にＣｄＳを暗くすると電子コオロギ音に変わります。

ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ イリュージョンライト
フルカラーＬＥＤが様々な色に光りま

す。

ＲＧＢフルカラーＬＥＤ（Ｄ１８）の赤緑青の明るさをランダムに増減します。

光を乱反射するランプシェード（例えばクッキングラップをクシャクシャにしたものな

ど）を被せると雰囲気が出ます。

ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＮ キャンドルライト
フルカラーＬＥＤがろうそくの様に光

ります。

ＲＧＢフルカラーＬＥＤ（Ｄ１８）が黄色に点灯し、明るさを「１／ｆゆらぎ」で変化さ

せ、ろうそくに似た光り方をします。

光をぼんやり拡散させるランプシェードを被せると雰囲気が出ます。

ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ もぐらたたき
２進数のもぐらたたきです。

正解の回数を表示します。

Ｄ４～Ｄ１１が数字０～７に対応します。

１個がランダムに光りますので、その位置の数字を３ｂｉｔの２進数としてＳＷ３～ＳＷ

１（ｂｉｔ２～ｂｉｔ０に対応）を押して答えます。

０の場合（Ｄ４点灯）はＳＷ４を押してください。

スイッチは１秒程度押してください。スイッチを離すと判定が行われます。

正解なら「ピンポン」音を圧電スピーカから出力し、７セグメントＬＥＤ（Ｄ１０１）を

カウントアップします（正解回数の表示）。不正解なら「ブー」音を出力します。

ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ミニテルミン
明るさに応じて音程が変化します。

ＣｄＳを手で覆って音程を変えます。暗くなるほど音程は高くなります。

音の高さを８ｂｉｔＬＥＤ（Ｄ４～Ｄ１１）にバーグラフ表示します。

３オクターブ程度の変化範囲があります。

ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ 目覚まし鳥
明るくなるとピヨピヨ音が鳴ります。

ＣｄＳの入力を読み取り、一旦暗くなって（夜になって）から明るくなる（朝が来る）と

ピヨピヨ音を圧電スピーカから出力します。ピヨピヨ音の間隔はランダムです。

ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 電子サイコロ
サイコロＬＥＤに値が表示されます。

７セグメントＬＥＤを８の字ダンス状に光らせてルーレット表示します。

ＳＷ１を押すと表示が止まり、その瞬間の値がサイコロの目（Ｄ３、Ｄ１２～Ｄ１７）で

表示されます。再度ＳＷ１を押すとルーレット表示が再開されます。

ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ 音スイッチ
マイクに入った音の回数を表示します。

大きな音を拾う毎に表示が変化します。電源ＯＮ時はＳＷ１の状態です。

マイクの近くで手を叩くか、あるいはマイクをトントンとタッピングしてください。

ＳＷ１：８ｂｉｔＬＥＤ（Ｄ４～Ｄ１１）の光る位置が１つ左にシフトします。

ＳＷ２：ＲＧＢフルカラーＬＥＤ（Ｄ１８）が「赤→緑→黄→青→紫→青緑→白→消　

　　　　灯」と変化します。

ＳＷ３：回数を７セグメントＬＥＤ（Ｄ１０１）に表示します。

ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ Ａ／Ｄコンバータ
ＶＲ１を回すと結果を表示します。

ＶＲ１の電圧値を００００～１０２３で７セグメントＬＥＤに表示し、８ｂｉｔＬＥＤ

（Ｄ４～Ｄ１１）にバーグラフ表示をします。

（マイコンとの電圧の関係やノイズの影響で１０２３まで表示されない場合があります）

ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＲＣサーボ
ＶＲ１でＲＣサーボをコントロールし

ます。

ＶＲ１のツマミの角度に応じてＲＣサーボの回転位置制御をします。

（このキットにＲＣサーボは付属いたしません）

ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ タイマー
１分～９９時間５９分までのタイマー

です。

ＳＷ４を押しながら、ＳＷ３で時間、ＳＷ２で１０分の位、ＳＷ１で１分の位をセットし

ます。

ＳＷ１でスタート／ポーズです。一旦スタートさせると設定時間の変更はできません。

残り時間がゼロになると圧電スピーカからアラーム音を出力します、

アラーム音は電源ＯＦＦまで鳴り続けます。

★７セグメントＬＥＤでの１６進数表示★

  ０　　１　　２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　９　　Ａ　　Ｂ　　Ｃ　　Ｄ　　Ｅ　　Ｆ　 
                                                                                                                                 （１０）（１１）（１２）（１３）（１４）（１５）



２桁７セグメントＬＥＤ　Ａ５５２ＳＲＤ 角型ＲＧＢフルカラーＬＥＤ　ＯＳＴＡ７１Ａ１Ｄ－Ａ ３ φＬＥＤ（赤・緑・黄）

トランジスタ（ＴＯ－９２型） タクトスイッチ 電解コンデンサ 抵抗アレイ

■部品資料■

■付属ＣＤ－ＲＯＭの内容■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎書き込み済みソースファイルの編集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｍｉｃｒｏｃｈｉｐ社サイトから「ＭＰＬＡＢ　Ｘ」「ＸＣ８」のダウン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロードが必要です）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①ＣＤの￥NNCT_Kit_Ver2.Xフォルダとその中のファイルを全てハード

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスクにコピーしてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②ｍｉｃｒｏｃｈｉｐ社の開発環境「ＭＰＬＡＢ　Ｘ　ＩＤＥ」を開き、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＤをコピーしたフォルダをメニューバーの「Ｆｉｌｅ」⇒「Ｏｐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｅｎ　Ｐｒｏｊｅｃｔ」で指定してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③「Ｐｒｏｊｅｃｔｓ」ウインドウの「ＮＮＣＴ＿Ｋｉｔ＿Ｖｅｒ２」中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の「Ｓｏｕｒｃｅ　Ｆｉｌｅｓ」⇒「ｎｎｃｔ＿ｋｉｔ＿ｖ２．ｃ」が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書き込み済みソフトのソースファイルです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④編集を終えたら、メニューバーの「Ｒｕｎ」⇒「Ｂｕｉｌｄ　Ｐｒｏｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｅｃｔ（ＮＮＣＴ＿Ｋｉｔ＿Ｖｅｒ２）」で機械語実行ファイルが生成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されます。この時、元のファイルは上書きされます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★その他サンプル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「\sample_LED.X」フォルダにはＬＥＤ Ｄ４を点滅させる簡単なプロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラムが入ってます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オリジナルのプログラムを作る時は、最初にこの程度の簡単なプログラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムから始めてみましょう。

■ＰＩＣｋｉｔ３（ＰＩＣｋｉｔ２）との接続例■

　ブレッドボード用ジャンパーコード（オス－オス）等を使って接続します。

　コードの色は任意ですが、長さはなるべく短くしてください。

　注）ＰＩＣｋｉｔ３にはメスコネクタが装備されています。

　　　このキットは高等専門学校の授業用に開発されたという性質上、マイコンのピンが抵抗を介さず直接外部に出ているＪ２には、

　　　静電気保護の為にメスのピンフレームを使用しております。

　　　ＰＩＣｋｉｔ３との接続にはオス－オスのコードを使って接続してください。

★本キットについてのご質問、お問い合わせは、新居浜工業高等専

　門学校には、しないようにお願いいたします。


